
いよいよ明後日はおゆうぎ会です 本番はどん
な表情や姿を見せてくれるのかお楽しみに！☆

おゆうぎ会のおけいこ中、部屋ではノリノリなのに
舞台に上がると緊張してしまう子どももいます。“他の

人に見られている＝ドキドキする“という気持ちの調整
が生まれる瞬間でもあります。０，１歳児のクラスでは
「〇〇の～」と、玩具を独り占めしたいのに言葉が上

手に話せない分、取り合いで手や口が出てしまうこと
もまだまだ多い日々です。先日も、「○○の～」と玩具

の取り合いが始まりました。「Ａの!」「Ｍの!!」「Ａの!!!」
と言い合いと手の動作がヒートアップしていたところ

で突然、言い合いをしていたＭ君が「きゅうちょく!!」
と言い出したのです（笑）。Ｍ君は、Ａちゃんの気をそら
そうと“給食“のワードを出したのでしょうか？それで

もＡちゃんは、「Ａの!!」と主張し続けます。「そうだね、
Ａちゃん遊んでいたもんね、Ｍ君も遊びたいんだよ

ね。でも、もう給食の時間だね。お片付けの時間だ。」
と言い合いしていた二人気持ちをまとめて伝えてあ

げると、怒っていた気持ちはどこへやら??ニコニコし
ながら玩具を保育者に渡してくれました。
日々、様々な感情の中で過ごしている子どもたち。

その気持ちを受け止め、寄り添い、相手の気持ちにも
気付いたり、受け入れられるようになったりと、感情

(心)の成長も一緒に楽しんでいけたらと思います。
おゆうぎ会が終わったら、少しづつ進級の準備が

始まります。ここでは、“楽しみ“と“不安“の葛藤が生
まれます。その一つ一つの気持ちに寄り添い、子ども
たちが憧れを持って進級準備ができるよう援助して

いきたいと思います。 主任：伊豆元

募金のお礼とお知らせ

先般実施しましたお年玉募金にて、

58.935円集まりました。今回は能登

半島地震の復旧のために役立てられ

るように適切な支援機関へ送金させ

ていただきます。皆様のご協力に心

から感謝致します。

２月の行事予定

3日(土) おゆうぎ会

5日(月) 振替休日（１号）

6日(火) 卒園記念写真撮影

7日(水) 2・3月生誕生会(2才以上)

14日(水) 参観日（くじらグループ）

15日(木) 参観日（いるかグループ）

16日(金) 参観日（あい組）

21日(水) お別れ遠足･弁当日

24日(土) めぐみ組誕生会(1～3月生)

今日はどこまで？
まで歩こうね｣。目的地を決めて歩くことで、見通しを

寒い日が続いている中でも、子どもたちは外遊 持って行動する経験に繋がります。途中の風景を楽し
びが大好き！。鼻水を出しながらも体をいっぱい んだり、交通マナーを確認したりしながら散歩するこ
使って元気に遊んでいます。 とで、入学してから１人で歩いて登校するという大き
２月を迎えると、卒園式まで一気に進んでいきま な課題も、早めにクリアしていくことができるのでは
す。そして進級･進学の準備に入っていきます。 と思います。
今回は、私の子育ての失敗談を書かせていただ 小学校はまだまだだからと思っていらっしゃる保護

きます。３番目の子どもが小学生になったばかり 者の方がありましたら、散歩を楽しむ体作りのために
の時、朝、家を出てから｢おかあさ～ん。お姉ちゃ も是非子どもたちと散歩をしてみて下さい。歩くこと
んたち行っちゃった～。遅刻する～！｣と泣きなが が気持ちよいと感じることは、ドーパミンというホル
らよく訴えていました。経験の少ない子どもは見 モンが分泌され、幸福感を作るとともに、精神力も高
通しが立たないと動けなくなってしまいます。３ めると言われます。便秘気味の方は、体も作られるこ
番目だから大丈夫だろという思いは打ち砕かれ、 とによって、便秘も防ぎます。爽やかな風に皮膚が触
そんな息子の姿に、私は当時あたふたとしたもの れると、自律神経が刺激されその働きが強まることに
です。 よって、風邪もひきにくくなり
息子にとっては、初めての事だらけで不安がい ます。

っぱい。どうしようもなかったのだと思います。 イヤイヤではなく、楽しんでする
自分にもう少し余裕があれば良かったのに、仕事 事で、幸せを感じ、子どもの健やか
もしていましたので、｢大丈夫だから、行きなさ～ な成長に通じていくのだと思いま
い！｣と言って強引に送り出していました。情けな す。お子さんの健康のため、また、
い母親で反省するばかりです。 ご自分の健康のためにも、どうぞ試
そこで、子育て中の保護者の方々にお願いです。 していただけたら幸いです。

お子さんと、時間を作ってお散歩をしてみて下さ
い。｢今日は、公園まで歩こうね。｣｢今日は小学校 園長

３月の行事予定

2日(土）第66回卒園式･父母会総会

6日(水）給食バイキング

12日(火) 弁当日

16日(土) ひかり組参観日

18日(月）修了式(1号午前保育)

29･30日 休園日（新年度準備の為）

２０２３年度 年主題〈ともにつむぎだす～希望の中で～〉
0･1･2歳児２月主題 ｢だいすき/またあした｣ 3･4･5歳児２月主題 「わかちあう」
月のねがい 月のねがい
◎保育者と一緒に祈ろうとする。 ◎礼拝を喜び、生活の中で自分から賛美したり祈ったりする。

◎保育者や友だちとやりとりをしながら､模倣遊びを楽しむ ◎子ども同士で遊びを分かち合い、試行錯誤を楽しむ。

◎友だちの思いに気付いて楽しく遊べるように考える。 ◎互いの存在を認め何でも言いあえる関係の中で、心踊らせながら遊びを深めていく。

◎自然の不思議さや面白さに気付き、楽しむ。 ◎冬の自然の中にも次の季節への備えを知る。

今月の聖句 「平和をつくる者は幸いです」 マタイ福音書５：９

「平和をつくる者」という言葉は、元々ローマ帝国が栄えた時代の皇帝に対して使われたも
のでした。つまり、力で全てのものをねじ伏せ、敵対者を黙らせることによって戦争や争いのない世
界を作り出す権力者、それが「平和をつくる者」という言葉の本来の意味でした。
私たちが生きている時代は、激動の時代、混沌とした時代です。これまで絶対だと思われて

いた民主主義が揺るぎ始め、覇権主義が台頭し始めています。新型コロナウィルスが最初
に発見された中国は、覇権を握る国家主席の絶対的力によってコロナ感染を抑え込むことに
成功しました。片や民主主義のアメリカでは117万の方々がコロナによって命を落としました。
覇権主義がトップダン式にスピーディな対応が出来るのに対して、民主主義は民意を問う
分時間がかかってしまうのが要因だと言われています。民主主義をうたった国家の中でも、アメリ
カのトランプ前大統領や、ロシアのプーチン大統領など、覇権的な振舞いを前面に出す指
導者もいて、又、国民からも一定の支持率を誇っています。力、富、強さ、それらのものが覇権
主義であれ民主主義であれ、根底に流れているのです。
それに対して、この言葉を発したイエス・キリストは、その真逆な道を歩み、それによって平和を

実現しようとなさいました。力ではなく対話の中に、富ではなく貧しさの中に、強さではなく弱さの
中に、人が本当に平和を見出し、作り出すことが出来る道を示されました。それが主イエス・キ
リストの歩まれた十字架の道だったのです。 協力牧師 池田基宣
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を
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彼
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け
と
け
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台
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約
一
年
後
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川
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カ
ー
ネ
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。
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。
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。
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。
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察
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。
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ネ
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が
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ら
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Ｐ
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約
束
し
た
も
の
の
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少
々
怖
く
な
り
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ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
相

談
す
る
と
、「
相
手
が
誰
で
あ
ろ
う
と
、
約
束
は
守
る
べ
き
だ
。
最
高
の

席
を
用
意
す
る
よ
」
。こ
う
し
て
あ
の
強
盗
二
人
が
ス
ー
ツ
姿
で
、
本
当

に
や
っ
て
来
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
事
業
で
成
功
し
、
互
い
に
連
絡

を
取
り
合
う
仲
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
西
川
さ
ん
は
十
五
歳
で
ピ
ア
ノ

を
始
め
た
遅
咲
き
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
す
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
キ
ャ
リ
ア
を
積

む
中
で
、
突
然
「
局
所
性
ジ
ス
ト
ニ
ア
」
と
い
う
病
気
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど

の
指
が
硬
直
し
て
動
か
な
く
な
る
障
害
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
努
力
で
少
し
ず
つ
動
か
せ
る
よ
う
に
な
り
、「
七
本
指
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
」
と
し
て
大
い
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
の
よ
う
な
人
の
痛
み
に
寄

り
添
え
る
人
こ
そ
、「
平
和
を
つ
く
る
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

次
第
に
日
差
し
や
肌
に
触
れ
る
風
が
、
心
地
よ
く
な
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
。
お
ゆ
う
ぎ
会
が
終
わ
る
と
、
全
部
の
演
目
を
み
ん
な
で
一
緒
に
表

現
し
て
楽
し
み
ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
、
他
の
表
現
の
動
き
を
よ

く
覚
え
て
い
る
こ
と
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
こ
の
主
体
的
で
自
由
な

活
動
を
導
く
た
め
に
お
ゆ
う
ぎ
会
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
残
り
少
な
い
三
学
期
を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

学
園
長


